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株式会社ARCA（アルカ）

リースモデル事例紹介

自家消費型太陽光発電システム
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導入企業 ：株式会社上田商会 千歳工場
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本社所在地: 宮城県黒川郡大和町テクノヒルズ30

弊社は、国内外に多くの太陽光発電所の建設実績

（200MWほど）があります。その発電所から年間

200GWh（6万世帯分）の電気を作っており、CO2

削減として8万tの効果があります。

ARCA北海道支店

千歳市流通3-3-26 ARCA本社の太陽光発電システム80kW

ARCA本社の蓄電池システム510kWh

そのような日々の活動が評価され、経済産業省

から地域経済をリードする中核企業として、「地域

未来牽引企業」に選定されました。
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１．弊社紹介



２．弊社施工実績（国内、ベトナム）
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3．導入企業様ご紹介



４．自家消費型太陽光発電の「リースモデル」

リース 契約
太陽光発電のリース契約とは、従来の車やコピー機で馴染み
深い「リース形態」と同じシステムです。

※保険料と固定資産税を別途負担する必要はありません。（リース料に含む）

※メンテナンス費用と通信費用のみ負担して頂きます。（設備需要家負担、ﾒﾝﾃﾅﾝｽをﾘｰｽに組み込む場合もあり）

※余剰電力売電収入は、設備需要家が受け取ります。（設備需要家受取、余剰売電できない場合もあり）

Step.1

太陽光発電ｼｽﾃﾑを初期
投資なしで設置

Step.2

発電電力を自分たちで使う
足りない分は購入

Step.3

毎月リース料をお支払い
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設置後のメンテナンスもARCAが実施します。
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使いきれない、余剰電力は売ります。

売電用電力計

北海道
電力

北海道
電力



５．リース事業の実施体制

リース 契約
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（株）札幌北洋リース
【設備の所有者】

（株）上田商会
【需要家】

リース料の支払

発注

太陽光発電
設備建設

保守管理

株式会社ARCA
【工事・保守管理】

保守料金の
支払設備の提供

（リース契約期間
満了後）

再リースもしくは
簿価にて譲渡
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補助金団体
【環境省】

補助金
申請
受給

補助金
支払
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６．太陽光設備配置図 （460Wｘ551枚＝253.46kW）
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７．設置後の写真
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８．工場負荷（デマンドデータ）と発電量比較
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９．リースシミュレーション（ランニングコストの削減効果）
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北海道電力（高圧） 燃料費調整単価推移

足元（2022/3）の燃調費は1年半前
に比べて5円の値上がりに
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１０．電気代を取り巻く環境

再エネ賦課金推移
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１1．まとめ（自家消費太陽光発電システムを導入するメリット）

➀再エネ導入は環境問題に取り組む企業としての社会的責任

②政情不安による燃料高騰や再エネ賦課金上昇による電気代
高騰リスクの回避

➂停電時でも一部は自立運転でき、BCP対策としても有効な手段
（今後は蓄電池も活用も視野に）
近年災害が多発しており、一極集中型ではなく、個別自立型の
自給自足システムは導入不可欠

④リースモデルは初期投資ゼロ、リース代よりも削減電気代(+余剰
売電代)の方が大きく初月から収支プラスになるケースも多く、
経済的メリットが期待できる。

⑤通常シミュレーション上考慮しないが、現実的にはデマンドによって
決まる基本電気料金も下がる場合が多い。また屋根上に太陽光
パネルを設置することによる日傘効果で室内温度上昇が抑制され、
冷房等の電気代が削減が期待できる。


